
  

 

 令和４年１月２５日 

 

 

青森県内自動車運送事業者 各位 

 

 

東北運輸局青森運輸支局長 

 

 

 

事業用自動車事故調査報告書に係る事故の再発防止策について 

 

 

  標記について、自動車技術安全部長より別添のとおり通達がありましたので 

お知らせします。 
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東 自 保 第 １ ０ ３ 号 

令和３年１２月２７日 

 

 青森運輸支局長 殿 

 

                       自動車技術安全部長 

                       （ 公 印 省 略 ） 

 

 

 

事業用自動車事故調査報告書の新規公表について 

 

 標記について、令和３年 12 月 24 日付け国自安第 135 号の３により、自動車局安全

政策課長から別添のとおり通達があったので、関係事業者に対し周知を図るととも

に、同種の事故を未然に防止するため、同報告書において提言のあった再発防止策に

ついて、あらゆる機会を捉えて指導願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

国自安第１３５号の３ 
                          令和３年１２月２４日 

 
 
 
 東北運輸局自動車技術安全部長 殿 
 
 
 
                         自動車局安全政策課長 

（公印省略） 
 
 
 

          事業用自動車事故調査報告書の新規公表について 

 
 
 今般、事業用自動車事故調査委員会が、下記の３件について事業用自動車事故調査

報告書を公表した。 
これらの事案は、点呼の一部未実施や運転者に対する指導教育が不十分であるな

ど、不適切な運行管理が原因のひとつと考えられている。 

各運輸局等においては、本報告書を踏まえ、運行管理の重要性について改めて意識

したうえで、事業者に対する指導等にあたられたい。 
 なお、本件については、別紙のとおり関係団体に対し通知したので申し添える。 
                        
 
                                    記 
 
〔特別重要調査対象事故〕 

  ・事案１ 大型トラックの踏切事故（横浜市神奈川区） ：別添１、別紙１ 

 〔重要調査対象事故〕 

・事案２ 中型トラックの追突事故（堺市西区）    ：別添２、別紙２ 

〔重要調査対象事故〕 

・事案３ 大型トラックの衝突事故（滋賀県高島市）  ：別添３、別紙３ 

 

 
  

ayqbzh-wp3a
別添



 

                           国 自 安 第 １ ３ ５ 号 

                           令和３年１２月２４日 

 

 

 公益社団法人日本バス協会会長 殿 

 一般社団法人全国ハイヤー・タクシー連合会会長 殿 

 一般社団法人全国個人タクシー協会会長 殿 

 一般財団法人全国福祉輸送サービス協会会長 殿 

 公益社団法人全日本トラック協会会長 殿 

 一般社団法人全国霊柩自動車協会会長 殿 

 

 

                    国土交通省自動車局安全政策課長 

（公印省略） 

 

 

事業用自動車事故調査報告書の新規公表について 

 

 

 事業用自動車事故調査委員会においては、事業用自動車の起こした重大な事故につ

いて、各分野の専門家が議論し、事故要因の調査分析を行っております。 

この度、同委員会により新たに３件の事業用自動車事故調査報告書が公表されまし

た。 

 今回公表された事案は、＜事案１＞運行経路を急遽変更し、狭あい道路に迷い込ん

だことに起因した踏切道における列車とトラックの衝突事故、＜事案２＞脇見運転に

より渋滞最後尾にトラックが追突した多重衝突事故、＜事案３＞運行途中の飲酒によ

り生じたトラックの衝突事故の３件です。 

これらの事案は、点呼の一部未実施や運転者に対する指導教育が不十分であるな

ど、不適切な運行管理が原因のひとつと考えられております。 

つきましては、貴会傘下事業者において、本報告書を運行管理者や運転者への指導

教育に活用し、より一層の安全運行に努めていただけるよう、関係者への同報告書の

周知方よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

〔特別重要調査対象事故〕 

  ・事案１ 大型トラックの踏切事故（横浜市神奈川区） ：別添１、別紙１ 

 〔重要調査対象事故〕 

・事案２ 中型トラックの追突事故（堺市西区）    ：別添２、別紙２ 

〔重要調査対象事故〕 

・事案３ 大型トラックの衝突事故（滋賀県高島市）  ：別添３、別紙３ 

 

別 紙 



 

 ※ 事業用自動車事故調査報告書については、以下のＵＲＬからも確認いただけま

す。 

   https://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/jikochousa/report1.html 

 

 

 

 

  



【原因】
・予定していた運行経路を急遽変更し、狭あい道路に迷い込んだにも拘わらず、運行管理者等に
連絡・相談することなく、また、道幅が狭くなると認識できる状況であったにも拘わらず道路
状況を確認しないまま直進し、踏切道に進入。
・運行管理者による運転者の指導教育、運行経路の指示・確認等が適切に実施されて
いなかった。（運行管理者が病気治療のため不在。）

【再発防止策】
・必要な数の運行管理者等の選任を行い、いかなる運行の状況にも対応できる運行管理
体制を構築。
・道に迷ってしまったとき等は、運行管理者等へ連絡・相談するなど、緊急時対応の教育を行う。
・運転者の運転経験、技量、運行する車両等を考慮した、安全な運行が確保できる運行経路の作成。
また、定期的に運行経路の道路状況等を確認し、安全な運行が困難な場合には運行経路の見直し。
・始業点呼時に道路情報等を踏まえた安全な運行経路を指示するなど、点呼を確実に実施。
・踏切道通過中に踏切警報機及び踏切遮断機が作動した場合には、速やかに踏切から退出。
また、運行不能となった場合には、列車に対する適切な防護措置を実施。

【事故概要】
・日時：令和元年９月５日 午前11時43分頃
・概要：大型トラックが、踏切遮断機が下りている踏切道を通過中、列車と衝突し、大型

トラックが大破（一部焼損）、列車の一部が脱線。
この事故により、大型トラックの運転者が死亡、列車の乗客15名が重傷、列車
の運転士、車掌及び乗客60名が軽傷を負った。

大型トラックの踏切事故（横浜市神奈川区）大型トラックの踏切事故（横浜市神奈川区）

快特列車①

快特列車② 下り線ホーム

神奈川新町駅

事故地点

当該車両の進行方向

至 国道15号

快特通過待ち普通列車

神奈川新町駅

（別紙１）



中型トラックの追突事故（堺市西区）中型トラックの追突事故（堺市西区）
【事故概要】
・日時：令和元年５月８日 午前７時17分頃

・概要：中型トラックが、阪神高速4号湾岸線を走行中、前方不注意により、渋滞で停車中の車列の

最後尾の小型トラックに追突。計４台が絡む多重追突事故。

この事故により、１名が死亡し、２名が重傷、８名が軽傷を負った。

【原因】
〇前方不注意
・通り慣れた道路で、交通渋滞が発生するところではないとの思い込み。
・考え事をしながら運転。
〇不適切な運行管理
・対面点呼の一部未実施、無資格者における点呼の実施。
・始業点呼時に安全運行のために必要な指示なし。
〇不十分な指導監督
・指導教育の年間計画及び指導記録なし、指導教育の形骸化。

通り慣れ
た道路

悩み

【再発防止策】
〇運転者が悩みなどを相談しやすい職場環境を醸成。
〇運行管理者が確実に点呼を実施するなど、適切な運行管理体制を構築。
〇指導教育の年間計画を作成するなど、指導監督指針（※）に基づき、運転者が指導内容を理解できて
いるか確認し、実効性のある指導教育の実施。

〇始業点呼時に道路情報等を踏まえた安全な運行経路を指示するなど、点呼を確実に実施。
※「貨物自動車運送事業者が事業用自動車の運転者に対して行う指導及び監督の指針」（平成13年8月20日、国土交通省告示第1366号）

事故車両

事故車両

安全運行の心構え

〇・・・・・・・ ・・・

〇・・・・・・・・・

（別紙２）



大型トラックの衝突事故（滋賀県高島市）大型トラックの衝突事故（滋賀県高島市）

【事故概要】
・日時：令和元年10月27日 午後６時48分頃
・概要：大型トラックが、片側１車線の緩やかな左カーブを走行中、道路左側の縁石や

街路樹等に接触した後、対向車線に進入し、当該車線を走行してきた乗用車
と正面衝突。
この事故により、乗用車の運転者が死亡し、同乗者が重傷を負った。

【原因】
・途中のコンビニで缶酎ハイを購入し飲酒。強い眠気を催すも運転を継続。
・点呼の大部分未実施、宿泊を伴う運行にアルコール検知器を持たせないなど、極めて
不適切な運行管理体制。
・当該運転者を雇用する際、健康状態の把握や指導・教育が不十分。
・飲酒運転に対する甘い企業体質が、当該運転者のモラルの低下を助長。

【再発防止策】
・会社全体で飲酒運転根絶意識を向上させ、飲酒運転を許さない強固な企業風土を
構築。
・運転者を雇用する際は、健康診断や運転記録証明書等により健康状態や酒気帯び
運転等の交通違反歴を確実に把握し、慎重に検討。
・雇用後においては、運転者の飲酒傾向、酒気帯び運転等の交通違反歴を継続的に
把握、また、アルコールが運転に及ぼす影響や危険性について、継続的に指導。問題
がある運転者に対しては、直ちに乗務を停止するとともに、専門医によるカウンセリング
や治療を受けさせる。
・アルコール検知器による酒気帯びの有無の確認を徹底し、点呼を確実に実施。

当該大型トラック相手乗用車

アルコール検知器による
アルコールチェック

誰もチェック
しないので、
次のコンビニ
でもう1本！

昨
夜
は
飲
酒
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

は
い
。

ア
ル
コ
ー
ル

チ
ェ
ッ
ク
問
題

な
し
。

（別紙３）


